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第 6 章では、屈折率の大きい Si3N4 球配列フォトニック結晶の透過特性を調べた。その結果、一旦フォトニック結
晶に閉じ込められたモードが徐々に染み出ている様子を時間領域で測定することに成功した。また、フォトニック結
晶による吸収を考慮した理論計算結果と測定結果は広帯域に渡って良い一致を示した。この結果から、電磁波の閉じ
込めが5齢、 Si3N4 球配列フォトニック結晶の透過特性には単一 Si3N4 球の局在モード、の特徴が残っており、 Si3N4 平
行平板の導波モードではその物理描像を上手く説明出来ないと結論付けた。










(1)屈折率(n'"'-' 1. 67)の比較的小さな光硬化樹脂の平行平板に 2 次元円孔配列を有するフォトニツク結晶では、透過スペ
クトルに鋭いデイツプが現れ、その周波数が板厚とともに系統的に変化することを見出している。このデイツプは、
平行平板の TE 導波モードが周期構造により入射電磁波と結合するとして近似的に説明できることを示している。




(3)2 次元 SisN4 球配列フォトニック結品において、実験結果と計算結果を詳細に比較し、計算において母材の吸収係
数を考慮すると両者は従来にない一致を示すことを明らかにしている。この結果は、光領域における実験と理論の一
致においても達成すべき目標を与えるものである。
(4)金属フォトニツク結晶構造を持つテラヘルツ帯の光学素子の新しい作製方法を提案し、実際に偏光子とフィルタの
試作を行っている。このような簡単な手法でテラヘルツ帯の光学素子が作製可能であることを示したことは実用的な
意義が大きい。
以上のように、本論文では典型的なフォトニツク結晶についてテラヘルツ時間領域分光法を用いて、従来にない精
度で実験と理論の比較を行い、母材の誘電率やフォトニック結晶の構造が透過特'性に及ぼす影響について明らかにし
ている。この結果は、テラヘルツ領域のフォトニツク結晶のみならず、光領域でのフォトニツク結晶の開発にも重要
な知見を与えるものである。本論文で得られた成果は応用物理学、特に応用光学に寄与するところが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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